














 

小児期の健康障害要因の一つとして睡眠時無呼吸があげられる。殊に乳児突然死症候群

(SIDS)は生後 4～5ヵ月に発生頻度が高いといわれ,病因の一つとして睡眠時無呼吸が有力

とされている。我々は SIDS の病態解明の一つとして,正常乳児例の呼吸動態の検索昼間睡

眠を利用して行って来た。ここでは,乳児期の初期から後期までの睡眠時呼吸動態の変化に

ついて報告する。 


